
京都市立紫野高等学校 沿革 
 

・昭和 26年 12月 京都市教育委員会は高等学校新設のため旧京都淑女学園の校舎並びに諸施設を買収 

・昭和 27年４月   京都市立紫野高等学校創立。学校長 林 清一 就任 

第３学年に旧京都淑女学園高等学校第３学年在籍者を、第２学年に同学園第２学年在籍

者及び京都市立堀川高等学校出雲路分校普通課程第２学年在籍者を編入 

・昭和 27年４月  第１回入学式 第１学年 509名 第２学年 244名 第３学年 46名入学 

・昭和 27年９月  開校式を兼ね、第１期増築工事（第１号校舎）竣工式。 

 開校記念日を５月 15日にすることに決定 

・昭和 28年４月  第２期増築工事（第４号校舎）竣工式 

・昭和 29年３月  第２回卒業式挙行にあたり新制定校旗を披露 

・昭和 29年４月  始業式にあたり新制定校歌を発表 

・昭和 29年７月  第３期増築工事（第１号校舎増築、体育館）並びに運動場竣工式 

・昭和 34年８月  テニスコート竣工式 

・昭和 41年４月  学校長 岡田 茂 就任 

・昭和 41年４月  正門開門式 

・昭和 51年３月  体育館兼講堂竣工式 

・昭和 51年４月  学校長 吉田 辰男 就任 

・昭和 53年７月  木造校舎改築第１期工事（北校舎）竣工 

・昭和 54年 10月 木造校舎改築第２期工事（中校舎）竣工 

・昭和 55年４月  学校長 長棟 保生 就任 

・昭和 56年５月  木造校舎改築第３期工事（食堂・プール）竣工 

・昭和 58年４月  学校長 塩見 徳男 就任 

・昭和 60年４月  新制度実施により普通科第Ⅰ類（文系・理系・一般系）、第Ⅱ類（人文系・理数系）、第Ⅲ類

（体育系）を設置 

・昭和 60年４月  運動場等改修工事（大グラウンド、バレーコート、100m走路〔全天候〕、テニスコート）竣工 

・昭和 61年４月  学校長 中城 忠治 就任 

・昭和 61年４月  第２体育館（トレーニングルーム、格技場〔2階〕）竣工 

・平成元年４月   ２期制実施 

・平成 ３年４月  学校長 今坂 尚 就任 

・平成 ４年８月  オーストラリア、シュバリエカレッジと姉妹校提携 

・平成 ５年８月  第Ⅲ類体育系を募集停止、英文系を設置 

・平成 ５年７月  南校舎改修工事竣工 

・平成 8年４月  学校長 山村 靖 就任 

・平成 11年７月  中・北校舎改修工事竣工、第１体育館改修工事竣工 

・平成 13年４月  学校長 濱中 直志 就任 

・平成 15年４月  文部科学省SELHi 校指定 

・平成 15年９月  創立 50周年記念式典 

・平成 16年１月  いこいの広場正門改修工事完工 記念モニュメント建立 

・平成 16年３月  砂入人工芝テニスコートエ事完工 

・平成 17年３月  空調工事、ＬＡＮ工事完工 

・平成 19年１月  テニスコート施設（テーブル・椅子セット他）寄贈 

・平成 19年３月  明石 康氏 学術顧問就任 

・平成 19年４月  第Ⅲ類英文系にサイエンスコース・グローバルコースを設置 

・平成 19年９月  HR教室他空調設備、英語多読用書籍一式寄贈 

・平成 21年４月  学校長 西村 泰治 就任 

・平成 22年４月  学校長 村山 義彰 就任 

・平成 24年３月  耐震補強工事完工 

・平成 25年４月  学校長 竹田 昌弘 就任 

・平成 25年７月  ユネスコスクールに加盟 

・平成 26年４月   京都市乙訓通学園の公立高校入学者選抜制度の変更にともない、普通科第Ⅰ類・第Ⅱ

類・第Ⅲ類普通科スタンダードクラス、アドバンストクラス及び専門学科アカデミア科に再編 


